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議題１　表紙

　先行開発区域の状況について

　　・都市計画決定の概要について

　　・基盤整備の状況について

　　・建築計画及びナレッジ・キャピタル計画について
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　表紙

都市計画決定の概要について

大　阪　市

平成20年４月18日
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都市計画の概要

オフィス：228,800㎡

商　　業： 80,700㎡

ナレッジ： 82,300㎡

ホ　テ　 ル： 23,700㎡

賃貸住宅： 15,800㎡

分譲住宅： 52,300㎡

Ａブロック

ｵﾌｨｽ・商業

敷　地：10,570㎡

容積率：1,600％

Ｂ－2ブロック

分譲住宅

敷　地：4,665㎡

容積率：1,150％

Ｂ－１ブロック

ﾅﾚｯｼﾞ・ｵﾌｨｽ・ﾎﾃﾙ・商業・
賃貸住宅

敷　地：22,679㎡

容積率：1,150％

【容積対象面積：483,600㎡　 指定容積率＋６２０％ 】

１．大阪都市計画地区計画の変更について（大阪駅北地区地区計画の変更）

　　・土地利用の方針、地区施設及び建築物等の整備方針並びに地区施設の配置及び規模等を、 　

　　　　　　　　　　　　　

　　　より明確化し詳細に定める

２．大阪都市計画都市再生特別地区の変更について（大阪駅北地区の追加）

　　・容積率の最高限度を緩和

　　　A地区：800％⇒1,600％、B地区：600％⇒1,150%

平成２０年２月８日都市計画審議会

　　　　　（平成２０年２月２２日

　決定）

都市計画を踏まえた建築概要
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都市計画決定の内容（主に機能面）

＜その他＞

・タウンマネジメント組織の設置

・省エネ・省資源などの環境負荷の低減

・ユビキタス環境の整備

・災害時における帰宅困難者への対策等に配慮

＜ナレッジ・キャピタルについて＞

・ナレッジ・キャピタルのマネジメント組織を設置

・ナレッジ・キャピタル機能の拡充

　創造機能「コラボオフィス」
　交流機能「ナレッジリング」
　展示発信機能「ナレッジシアター」

B-1地区
容積率：1,150%

A地区
容積率：1,600%

B-2地区
容積率：1,150%
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都市計画決定の内容（主に施設・空間面）

屋上庭園の整備
（約10,000㎡）

阪急梅田駅方面と
当地区を結ぶデッキ整備

説明図２立体多目的屋内通路

大阪北口広場・駅前広場・歩道のｸﾞﾚｰﾄﾞｱｯﾌﾟ　

　と管理

・備蓄倉庫等の設置

・新駅が想定される東海道線支線

　地下駅への歩行者動線の確保

地下車路

多目的空地

多目的広場

多目的屋内通路

多目的屋内空間
（ナレッジプラザ）

公共駐輪場の整備

多目的屋内通路

多目的空地

多目的屋内通路



先行開発区域の実現に向けた取り組み
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道路

・

広場

の整備

＜基盤整備＞
＜管　理＞

　

都市計画決定（特区・地区計画）平成20年２月

着　　　工

諸手続き

（環境アセス等）
実施設計

建物工事

＜建物整備＞

基本設計

ＴＭＯ

・

ＫＭＯ

設立準備


